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　船橋の中央の台地（二和、三咲、高根台、西習志

野、習志野台等）は、かつて広大な馬の放牧地があ

り、江戸後期には小金五牧の１つである下
しも

野
の

牧
まき

とい

われていました。

　下総の地は、遠く古代から馬の産地として知られ、

何ヶ所かに馬の放牧地であったことの記録が断片的

に残っています。江戸時代になると幕府直轄の馬牧

となりました。

　明治時代になると、新政府による開墾政策で、一

部は畑作農村となりましたが、その他は軍用地とな

りました。

　明治６年（1873）４月、大規模な演習が行われ、

この演習で明治天皇は近衛兵の演習を統監されまし

た。演習後、明治天皇の勅諭をもって「習志野ノ原」

と命名され陸軍の演習場となりました。

　大正５年（1916）、習志野原の一画に陸軍騎兵実

施学校（翌年に騎兵学校に改名）が東京駒場から移

転しました。天皇陛下が閲兵する御
ご

馬
ば

見
けん

所
しょ

も移築さ

れました。御馬見所は現在、陸上自衛隊習志野駐屯

地内の「空
くう

挺
てい

館
かん

」という名称で、騎兵学校や空挺部

隊の歴史を展示する資料館となっています。

　昭和 20年（1945）、終戦の直後に習志野原は開

拓して農地にすることになりました。広大な荒地を

切り開く、開拓者の苦労は大変なものでした。

　昭和天皇は、戦後、全国を巡幸し、昭和 21 年

（1946）には習志野原の開拓地をご訪問になり、開

拓者を激励しました。

　農地開発営団習志野農場が設立され、当初は旧軍

関係者を中心とした共同開拓が計画されていました

が、一般応募者の要望から個人営農に転換されまし

た。昭和 40年代以降都市化が進み、かつての習志

野原は団地と新興住宅地となっています。

郷土資料館
「くらしの道具　― 道具が語るくらしの歴史（17） ―」　～平成 26 年 4 月 13 日㈰まで
　当館の冬の事業『くらしの道具』を、現在開催中です。
食事や調理の道具、住まいの道具、暖房の道具、農業・漁
業の道具、あかりの道具などを展示しています。時代は主
に、明治時代から昭和 40年代ぐらいのものが多く、懐か
しいものがたくさんあります。
　この時期は、船橋市内の小学校３年生が「昔の道具とく
らし」について勉強します。郷土資料館では、これに合わ
せて、昔の道具の展示を行います。学校の団体見学もあり、
多くの子供たちに見てもらえる機会となっています。また、
この見学に合わせてボランティアの方々から、道具の使い
方や体験談など、いろいろなお話を聞くことができます。

第 3 回 海神中学校・飛ノ台史跡公園博物館 合同展　
「日本の美を今に活かした作品展」

  ～平成 26 年 4 月 8 日㈫まで　
　海神中学校と当館は、美術科の博学連携授業を行って
おります。現在、1階ギャラリーでは、海神中生徒が縄
文土器の鑑賞や拓本から発展させて制作した焼き物の
器・型染めの布・アクリル箱のボックスアートの作品を
展示しています。
　縄文時代人と現代の中学生の心のコラボレーションで
作られた作品です。縄文土器のどこからこのような作品
が生まれたのでしょうか？　常設の縄文土器も併せてご
覧ください。

飛ノ台史跡公園博物館・海神公民館 共催事業
「考古学講座」　開催いたしました！　
　毎年恒例、当館の冬の事業「考古学講座」を、今年も
1 月 18 日・25 日、2 月 2 日の 3 回にわたり、海神公
民館との共催で開催いたしました。今年度は、実際に発
掘調査や資料整理に従事されている講師の最新の千葉県
内・船橋市内の発掘調査の成果や、火山灰に埋もれて出
土し、ニュースでも放送された群馬県金井東裏遺跡の甲

よろい

を着た古墳人のお話など、いろいろなテーマを取り上げ
ました。受講された皆様から「毎年楽しみにしていますよ」とのご声援をいただき、来年度も考古学や地域
史への興味を深めていただけるような講座を企画したいと考えております。

明
めいじてんのうちゅうひつのところ

治天皇駐蹕之処の碑　　薬円台 4 丁目 25 番 19 号（船橋市郷土資料館）

　明治天皇駐蹕之処の碑は、明治天皇の業績を記念して大正６年（1917）に陸軍省が建てました。
元の位置は自衛隊正門前を習志野台方面に入っ
た所にありました。現在は郷土資料館の蒸気機
関車の横にあります。（薬円台公園内）
　明治６年、明治天皇が初めて千葉県に行幸し、
習志野原で近衛兵の演習が行われました。碑の
元の位置は天皇の幕舎が作られた場所とされて
います。演習は４月 29日から５月１日に行わ
れ、その後皇居において５月 13日明治天皇宸

しん

筆
ぴつ

をもって習志野原の地名が命名されたと伝え
られています。これを記念して船橋市指定史跡
「習志野地名発祥の地附

つけたり

明治天皇駐蹕之処の
碑」が指定されています。

郷 土 の 歴 史

習　　志　　野

博物館ニュース
郷土資料館・飛ノ台史跡公園博物館の企画展やいろいろな事業をご紹介いたします。

ふなばしめぐり
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　「城」というとどんなイメージを持ちますか？
　例えば、姫路城や大阪城のように、空高くそびえ
る天守閣、整然と高く積み上げられた石垣、水をた
たえた堀などをイメージするのではないでしょう
か。このような城の多くは安土・桃山時代から江戸
時代に建築された城であって、これ以前の戦国時代
につくられた城はかなり様相が異なっています。
　戦国時代は全国で武士たちが武力によって争って
いる世の中です。武士たちは領地を増やし、その領
地を守るために、戦闘拠点として適切な自然の地形
を選定し、土地を削り、堀を切り、土塁を盛り、要

よう

害
がい

化したシンプルな城が多く築城されました。
　船橋市内における戦国時代の城跡は、十数城を確
認できますが、大規模な発掘調査は行われていませ
ん。そして、多くの城跡は都市開発事業により一部
或いは大部分が削り取られるなど、ほとんどが原形
をとどめていません。また、未整備のところも多く、
城跡を訪問する場合は藪をかき分けながら入ること
になります。しかし、わずかに残る土塁や空堀、櫓
台の跡などの遺構を目のあたりにした時は、戦国時
代の人々の息吹が聞こえてくるようで大変な感動を
与えてくれます。
　市内に残る城跡の中で、城跡の一部ですが発掘調
査を行った「戦国時代の金杉城跡」を紹介します。
　城跡は、金杉２丁目に所在し、金杉十字路より西
300ｍの舌状台地の先端部に遺構が認められます。
以前は東西約 47ｍ、南北約 43ｍ、幅約６ｍの土
塁で囲われた方形の郭でした。ここが城の主郭と思
われます。図２は、金杉城跡の主郭部のスケッチで
す。現在認められる遺構及び「発掘調査報告書」（注
１）を基にして作成したものです。図２では、畑地
の周囲に土塁、土塁上に出

で

桝
ます

形
がた

や櫓
やぐら

台
だい

、空
から

堀
ぼり

、腰
こし

廓
ぐるわ

、崖下に井戸などが見られます。畑地は、明治
30年ころまでは所有者の住宅地でした。

　写真１は西側土塁上から北側土塁を写したもので
す。高さ約２～３ｍの立派な土塁が続いています。
西側に残る土塁の外側は、約15ｍの急崖となり低

地からの敵の攻撃を阻止する天然の要害となってい
ます。
　北側は写真 2の土塁の他、土塁の外側に空堀の
一部、土塁中央部には外側に向けて幅約４ｍ位の凸
形の張り出し（出桝形）が残っています。出桝形は、
前面に侵入した敵に対して 180度の角度にわたっ
て弓矢などによる掃射が可能です。また、空堀を通っ
て侵入してきた敵に対して側面から弓矢を射掛ける
構えになっていました。空堀の外側にも土塁が築か
れ、二重土塁になっていました。

　東側は、民家により遺構を見ることはできません
が、平成15年の発掘調査により北側と同規模の出
桝形や空堀、その外側にも土塁が築かれて二重土塁
であった痕跡が見られました。
　南側には、南西隅の櫓台から延びる土塁がありま
したが現在は取り払われています。その外側の斜面
の下（写真３）は、東西に延びる腰郭で防備を強化
していましたが、大半が中心郭を畑地にするときに
盛土されたようです。

　城跡の遺構の中で最も目立っているのが、写真４
の南西隅に残る高さ約２ｍ、一辺約６ｍの方形の土
塁です。まるで近世城郭の天守台を思わせてくれる
立派な土塁です。おそらく櫓台として築かれたもの
と思われます。
　この土塁の上に櫓を建て遠望の利くようにして、
普段は物見櫓として、戦いとなれば戦闘指揮所とし
て、西方直下にある井戸の見張りなどの役割を果た
していたと思われます。現在の台上には、八幡宮・
稲荷大明神・弁財天が祀られています。
　金杉城の築城時期は不明ですが、おそらく以前か
らあった方形居館を戦国時代に複数の郭や土塁・空
堀を構築して城域を拡張したものと思われます。し
かし、現況が示すように宅地や畑地、道路建設など
によりかつての金杉城全体の構造が分からなくなっ
ています。
　城主は不明ですが、ここより南に位置する高根城
主が松戸の小金城主の高

たか

城
ぎ

氏一族であること、出桝
形の構えが見られることなど小金城跡と共通する遺
構があることから、金杉城主は高城氏系統の武将で
あったと思われます。
　なお、本城跡は私有地ですので
土地所有者に迷惑をかけることが
ないようモラルを守り訪問してく
ださい。
　≪主な参考文献≫
・『船橋市史　原始・古代・中世編』平成３年 船橋市
（注１）『平成 15 年度船橋市内遺跡発掘調査報告書』
　　　　平成 16 年　船橋市教育委員会

●●● 訪ねてみよう！ ご近所の遺跡 ●●●

金　杉　城　跡
― 「兵どもが夢のあと」市内に残る城跡 ―

写真１　西側から北側に続く土塁

写真２　北側の土塁

写真３　腰郭跡

写真４　南西隅の櫓台

図２　「金杉城跡」スケッチ

図１　金杉城跡位置図
国土地理院 2 万 5 千分の 1 地形図 船橋 を一部改変
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　平成 25 年 11 月 2 日㈯から 12 月 22 日㈯までの 41 日間、
企画展「縄文土器のふしぎ」を開催いたしました。この
テーマは、当館に来館されるお客
様から寄せられる質問に、同じ内
容が多いことからヒントを得て思
いつきました。お客様からいただ
くことが多い質問としては、なぜ
土器に縄文やいろいろな文様をつ
けるのか、なぜ底が尖った土器が
あるのか、誰が作ったのか、など
があげられます。
　考古学研究者は 1 点 1 点の土器
を詳細に観察し、その形態や模様
の特徴、制作技法、分布圏などか
ら先史社会を復元するために様々な推論を組み立ててい
きます。一方、一般の見学者が博物館の展示ケースのガ
ラス越しに縄文土器を見ても、距離が離れているので解
説文を読んでもよくわからないという方もいらっしゃい
ます。そこで、お客様になるべく近くであらゆる方向か
ら土器を見ていただけるような展示の工夫をし、ゆっく
りと楽しみながら土器を眺めていただけば、ご自身の抱
いた疑問を解決する糸口となり、縄文土器の素晴らしさ
も知っていただけるのではないかと考えました。もちろ
ん展示する資料の保全は大切です。こうして、寄せられ
た質問の中から７つの「ふしぎ」をテーマに決め、船
橋市内をはじめ、千葉県や山梨県の縄文土器、およそ 60
点を展示しました。
　「ふしぎ」展の来場者の中に、記憶に残るお客様がい
らっしゃいました。企画展初日、朝から博物館がオープ

ンするのを史跡公園でお待ちに
なっている女性がおり、開館する
やいなや、１階ギャラリーに滑り
込み、「すごい！」「おもしろい！」
と歓声をあげながら、展示中の土
器をあらゆる角度から眺めて大喜
びです。そして「こういうものが
見られてよかった！」とおっしゃ
る。伺ったところ、岐阜県から仕

事の用事で千葉県に来ていて、フェイスブックの“縄文
繋がり”の友人から当館の企画展のことを聞いて来られ
たそうです。そして、このように彼女が縄文に嵌

はま

ったの
は、平成 24 年に信楽の MIHO MUSEUM（ミホミュー
ジアム）で開催された『土偶・コスモス』展を見学して
からとのこと。この展覧会は、考古学者が企画に加わ
り、国宝を初めとする日本各地の土偶の名品を一堂に会
し、西日本では初めての大々的な土偶展でした。同展

には、当館のヴァイオリン形土偶（小室の土偶）も貸
出し展示されていたため、小さな土偶の晴れ姿を見に、

私も遥々出かけました。MIHO 
MUSEUM の噂に違わぬ内容の
濃い展示はさすがに圧巻でした
が、この企画展によって「縄文」
に開眼した方がいて、お住まい
の地域から遠く離れた博物館ま
でお越しになるほどの縄文ファ
ンとなり、さらに彼女の周りに
は“縄文繋がり”の友人が大勢
いらっしゃるということの方が
私にとっては驚きでした。
　会期中、３回のギャラリー

トークには多くのお客様が参加され、熱心に私の解説を
聞いて下さいました。丁寧に細い沈線文が幾重にも描か
れた注口土器や精緻に立体的な彫刻のような模様が付け
られた山梨県の人面付き土器には、「本当に何千年も前
の人が作ったものですか！」と驚嘆の声があがりました。
多くの一般の方の持たれている縄文人のイメージは、ど
こでそうなってしまったのかわかりませんが、“文明と
はほど遠い貧しい生活を送っている原始人”というもの
です。ところが縄文土器をご自身の目でじっくり見ると、
そんなイメージは一瞬にして吹き飛んでしまうのです。
　3.11 の大震災以降、「縄文」はブームとなっています。
出版社から刊行される一般書籍にも‘縄文特集号’が引
きを切りません。歴史的大地震の後、私たちが暮らす日
本列島の土地の成り立ちや、今までに体験した自然災
害、その中で人々がどのように生き延びてきたかという
ことを、否が応でも考えなければならなくなったからで
はないでしょうか。日本列島で採集狩猟の生活を 1 万年
以上も続けた縄文人たち。彼らの生活が 1 万年も続いた
のは、自然と共生共存し、持続可能な社会を形成する知
恵があったからです。そして彼らから学ぶべきことがた
くさんあることに現代人は
気づいたのです。
　お客様の質問から企画し
た展覧会ですが、私が当初
考えていた以上に、縄文土
器を観察することで、多く
のお客様は縄文時代への
様々な興味や知的好奇心を
深めて下さったように思い
ます。今後も縄文を現代に
活かせる企画を考えていき
たいと思います。 （K.K）　

　船橋市行田に、地図や上空から見ると円形をした
地域があります。そこには、船橋近辺のランドマー
クであった、通称「行田の無線塔」が建っていました。
　明治 37 ～ 38 年（1904 ～ 05）の日露戦争後、
日本海軍の艦船の行動範囲が拡大し、大規模な無線
電信施設が必要となりました。東京近郊への設置が
決まり、３ヶ所の候補地の中から船橋近郊の塚田村
行田が選ばれ、無線電信施設が造られることになり
ます。送信機は高い技術を誇るドイツのテレフンケ
ン社製が採用され、大正 2年（1913）に工事が開
始されます。しかし、大正 3年（1914）、第一次
世界大戦が勃発し、日本がドイツに宣戦布告すると、
建設を指導していたドイツ人技師が帰国してしまい
ます。残された技術者の苦労の末、大正４年（1915）、
主塔１基（約 200 ｍ）、副塔 18 基（約 60 ｍ）の
鉄塔と送信所の建物を要する「船

ふな

橋
ばし

海
かい

軍
ぐん

無
む

線
せん

電
でん

信
しん

所
しょ

」（のちに名称改称）が完成します。副塔は中央
の主塔から等距離に配置されたため、副塔外側に設
けられた道路は直径約 800 ｍの円形となりました。
（右下地図参照）
　完成翌年には逓

てい

信
しん

省
しょう

の「船橋無線電信局」が併設
され、軍事利用だけでなく、海外との無線電信業務
も行われます。日米間の無線電信の開通を祝して、
祝電がウイルソン米大統領と大正天皇との間で交わ
されました。

　昭和 10年代には、送信施設の大改修があり、鉄
塔も半自立型から東京タワーのような自立型の６基
（約 182 ｍ）を中心とした鉄塔に建て替えられます。
真珠湾攻撃実行の暗号電文「ニイタカヤマノボレ
1208」を始め、洋上で活動する艦船に向け、多く
電信が発信されました。
　戦後、米軍の管
理下に置かれまし
たが、昭和 41 年
（1966）、日本に
返還されます。し
かし、通信施設と
して役割を終えて
いたこともあり、
解体が決定し、昭
和 46 年（1971）
に解体が行われま
した。
　跡地は、団地・
公園・学校などになっており、円形の道路と昭和
57 年（1982）に建立された「船橋無線塔記念碑」
がこの地に大規模な無線電信施設があったことを現
在に伝えています。

≪参考文献≫　順不同

・『絵はがき―写真に残された明治～大正～昭和―』
　　平成 17 年　船橋市郷土資料館発行
・『行田無線塔史第 17 号』　平成 21 年　船橋地名研究会
・『ふなばし物語－太古から現代まで―』
　　平成 6 年　船橋市広報課

～ 船橋の明治・大正・昭和 ～ 学芸員だよりその2
平成25年度飛ノ台史跡公園博物館企画展　　　　

「縄文土器のふしぎ」を開催して
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昭和 36 年 (1961) 撮影航空写真

大正 10 年 (1921)　
2 万 5 千分の 1　行田付近

平成 5 年 (1993)
2 万 5 千分の 1　行田付近

昭和 10 ～ 20 年代撮影　船橋駅付近から見た無線塔
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中期の深鉢
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　郷 土 資 料 館　
★小企画展「くらしの道具 ― 道具が語るくらしの歴史（17） ― 」　開催中
　平成26年４月13日㈰まで
★小企画展「写真と地図でみる船橋」　平成26年４月26日㈯～７月６日㈰
☆船橋の歴史散歩５　５月開催予定です。日程・内容が決まり次第、市広報でお知らせいたします。
☆地域史講座　　　　６月開催予定です。日程・内容が決まり次第、市広報でお知らせいたします。
　

地域研究資料６『津田沼の今昔 ― 写真で見る街の遷り変わり ― 』
津田沼駅周辺の変遷を写真で紹介します。4月1日より、郷土資料館、飛
ノ台史跡公園博物館、船橋市役所行政資料室で販売を開始いたします。
一部540円（税込）です。

　

　飛ノ台史跡公園博物館
☆バスで訪ねる博物館見学会　平成26年５月24日㈯
　茨城県上高津貝塚・筑波宇宙センターを予定しています。
　詳細は、５月１日号の市広報でお知らせいたします。

★第３回船橋市立海神中学校・飛ノ台史跡公園博物館合同展
　「日本の美を今に活かした作品展」
　開催中　平成26年４月８日㈫まで

　郷 土 資 料 館
開館時間　午前9時～午後5時
　　　　　（入館は午後4時30分まで）
入 館 料　無料
住　　所　船橋市薬円台4-25-19
電　　話　047-465-9680
Ｆ Ａ Ｘ　047-467-1399
Ｅメール　kyodo@city.funabashi.lg.jp

　飛ノ台史跡公園博物館
開館時間　午前9時～午後5時
　　　　　（入館は午後4時30分まで）
入 館 料　一般100円（団体20名以上70円）

児童生徒50円（団体20名以上30円）
市内在住小中学生　無料

住　　所　船橋市海神4－27－2
電　　話　047-495-1325
Ｆ Ａ Ｘ　047-435-7450
Ｅメール　tobinodai@city.funabashi.lg.jp

交通案内
新京成電鉄　習志野駅下車　徒歩10分

JR津田沼駅北口から
習志野新京成バス「高津団地中央」「北
習志野駅」「八千代緑が丘駅」行き、ま
たは、ちばレインボーバス「船尾車庫」

「JR木下駅」行き
　「郷土資料館」下車徒歩1分

交通案内
東武アーバンパークライン（野田線）
　　　　　　 新船橋駅下車 徒歩8分
京成線　　　 海神駅下車　 徒歩15分
東葉高速鉄道 東海神駅下車 徒歩12分

新京成バス
JR船橋駅北口から建鉄循環
　「海神中学校」下車 徒歩1分
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表紙の写真から ～史跡公園の春　神保君雄氏撮影～

史跡公園には、いろいろな植物が自生しています。春先には、フキノトウやツクシ、タンポポ、スミレ、オオイヌノフグ
リなどがかわいい姿を見せます。飛ノ台史跡公園博物館も開館から14年が過ぎ、開館当初細かった桜の木も次第に太く
大きくなり、毎年、美しい花を咲かせます。四季折々に、史跡公園の散策を楽しまれてはいかがでしょうか。
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発行：平成26年（2014年）3月30日　船橋市郷土資料館・飛ノ台史跡公園博物館
表紙写真　海老ヶ作貝塚出土の小さな土器と小さな花　史跡公園において　神保君雄氏撮影

は休館日

インフォメーション

協力　船橋市華道連盟


